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1.　油脂 の著しい変敗 が動物 の成長 を阻害 することは

周知 のことであり, そ の毒性 について も多 くの報 告がな

されてい る。そこで我 々は家庭 で使用 する場合に起 る油

の変敗 が動物に対して如何な る影響を及ぼすか を知 る目･

的で，本実験 を行 った。

2.　生後 １ヵ月 の雄 白鼠28匹 を用いて，未処理大 豆油

を対 照（Ｉ群） とし，過酸化物価（Ｐ.０.Ｖ.）100 の変敗



油投与群（n 群）,   p. O. V.400 の変敗 油投与群（Ⅲ群）

に分け,   2ヵ月間 飼育し た。用い た飼料 は，各 々の油を

10% とし， 蛋白レ ベル はカゼイ ン20% とし，ビ タミン類

及び 塩類は十分に投与し た。 なおビタミンＡは４日毎に

１日４単位を経口投与し た。飼育 期間中の成長，脂 肪の

吸収を観察し，2 ヵ月 後解剖に附し，肝 臓中のビタミン

Ａの貯蔵量を測定し た。

3.　体重 増加率は対照群に較べてＨ群はやや劣 り, �

群は著し く劣った（ 対照の75% ）。 飼料効率（ 体重 増加

1 g 当 の飼料量）も同様にＩ群よ りII群, in 群の順に悪

く，対照4.2  gに対し てｎ 群4.5g,  m 群5.2  gであった 。

脂肪 の吸収 率はＰ.０.ｖ. の違い による有 意な差 はみら れ

なかった。

こ のこ とから考えて,   2 ヵ月間飼育 におけ るp.  o. V.

の違い による成長 の差は， 油の吸収率に よるも のでは な

く，他 に原因 があ ると考え られ る。


	A04-1
	A04-2

